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県西活性化の第?歩の年に
新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

神
奈
川
県
議
会
議
員

杉
本
と
お
る

持
憾
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
他
や
か
に
新
存
を
お
迎
え

の
こ
と
と
お
隣
び
巾
し

l
げ
ま
す

的
作
は
、
俳
凶
介
山
中
で
、
ネ
ハ
l
ル
大
地
提
を
始
め
‘
異

常
勾
敏
に
よ
る
大
火
災
得
、
人
き
な
山
然
災
山
内
が
先
生
し

ま
し
た
.
日
本
に
お
い
て
も
、
給
制
制
大
涌
谷
の
慣
火
符
成

レ
ベ
ル
の
上
舛
や
鬼
怒
川
の
上
砂
災
中
日
句
、

-H然
災
汚
に

見
舞
わ
れ
た
.
年
で
あ
り
ま
し
た
円
災
符
は
、
常
に
臼
分

の
こ
と
と
受
け
止
め
、
非
余
活
動
に
、
ま
た
、

箱
掛
町
の

支
接
に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
.
大
涌
谷
は
、

幸
い
に

も
噴
火
器
成
レ
ベ
ル
が
平
常
時
に
以
り
ま
し
た
が
、

火
山

ガ
ス
の
噴
出
を
軒
く
花
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
た
め

に
、
焼
制
が
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

aaも
早
く
正
常

な
現
境
に
一民
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
.

安
全
保
開
聞
に
お
い
て
は
、
限
界
中
で
、
紛
争
や
不
安

定
要
閃
を
多
く
抱
え
て
い
る
な
か
、
パ
リ
同
時
多
発
テ
ロ

は
、
似
界
中
に
大
き
な
衝
鎗
F

が
定
り
ま
し
た
.
県
民
が
安

心
し
て
持
ら
せ
る
例
会
環
境
を
作
り
k
げ
る
市
要
性
を
痛

感
し
、

し
っ
か
り
と
似
組
ん
で
い
く
こ
と
を
、
改
め
て
決

怠
し
ま
し
た
.

さ
て
、
本
年
は
、
内
山
叩
{
ひ
の
え
さ
る
)
の
年
で
す
.
こ

の
年
は
、
決
断
力
や
行
動
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
J
わ

れ
ま
す
.
本
年
は
、
問
題
を
先
送
り
す
る
こ
と
な
く
、

足

柄
上
地
峨
発
M

棋
の
た
め
、

し
っ
か
り
と
取
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

け
叫
斗・
晶
、

地
方
倒
生
の
取
組
み
と
し
て
、
地
方
自
治
体
の

平成28年2月20日(土)
午後 2時から

午後 4時終了予定

会 iI 大井町生涯学習センターホール

講演 神奈川県副知事 吉川伸治機

アトラクンヨノ

-古典 落穏 健 歌助師匠

・太神楽曲芸鏡味よし乃さん

開催日

時間

独
刊
の
巾P
業
に
対
し
、
交
付
金
を
山
し
支
慰
を
し
て
い
き

ま
す
.
そ
れ
は
、
地
点
円
治
体
に
対
し
、
れ
也
、
心
と
銀
-H

件
の
紘
立
を
求
め
て
い
ま
す
.
そ
こ
で
、
本
年
は
、
符
織

の

μ
に
し
っ
か
り
と
耳
を
傾
け
、
各
町
と
常
に
述
慨
を
取

り
な
が
ら
、
足
柄
土
地
域
の
目
指
す
べ
き
資
を
自
分
た
ち

の
力
で
棋
泌
し
て
い
く
第

一
歩
の
年
に
し
て
い
き
た
い
と

々
え
て
い
ま
す
。
そ
の
足
働
か
り
と
し
て

『禾
病
を
治

す」

取
組
み
は
、
足
柄
上
地
域
の
将
来
に
と
っ
て
大
き
な

効
巣
を
も
た
ら
す
と
篠
倍
し
て
い
ま
す
の
で
、
本
年
も

し
っ
か
り
と
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

神
奈
川
県
で
は
、
平
成
犯
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
り
、

他
界
中
で
、
先
行
き
不
透
明
な
盟
国
が
多
く
あ
る
こ
と
か

〉
?
J
一内

ら
、
成
入
刈
は
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
し
、
現
時
点

svも
一

で
は
、
財
政
不
足
を
見
込
ん
で
い
ま
す
.
し
か
し
、
ど
の

〈

-注

服
な
財
政
状
況
に
あ
る
に
せ
よ
、
足
柄
上
地
岐
で
は
、
地

、
，
〆

峨
住
民
が
安
心
し
て
科
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
現
の
た
め
、

n
h
u「

ま
た
、
明
る
く
、
希
慢
が
持
て
る
地
峨
づ
く
り
の
た
め
、

、司
J

「
県
西
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
錐
進
」
「
交
流
と
連
機

一
七
川
・
】

を
支
え
る
道
路
網
の
盤
側
』
「
森
綜
の
保
全
・
再
生
に
向

4

け
た
取
組
み
」
「
酒
匂
川
の
土
砂
管
理
』
「
災
害
対
策
の

強
化
」
等
を
し
っ
か
り
と
取
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
符
様
の
お
力
を
捌
き
な
が
ら
、
全
力
投
球
し
て

ま
い
る
決
意
で
あ
り
ま
す
の
で
、
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
激
し
ま
す
。

。..も紛ざしと・.. 

県外観照御馬県嶋会

{開かれた繍会作り検討小型E員会}

27年8月26臼-288 !a外復療奄美大島・鹿児島

{県織金総務政策常任聖書員会)

容
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鮪3固定例会

主

27主同月8日-12月22日

27年 7月7日

察

分

会県横

縄
師

僧

隅

&

冨

区

開成問波おどり 2015.9.12

日限外視察 .M者元気11アップ地織活性化・ll<奄美大島・鹿児島)2015.8.26-28 

比祭Aバイパス開通式典 2015.10.27

県外視療 群馬県強会 2015.7.7

5月
..溜生公園 竹宮Tftのタベ〈中井町〉・酋丹沢山開 き{山

~t"r> 
6月

開局主あじさい鍛
7月
コスモス学. 納涼大会〈陶 足柄市〉・尺豊百 滝不動車事例
大破〈山花町〉・ 治水の滝鍛り〈山北町}

8月
大鈴よさこいひょうたん祭 ・金 太郎まつり{間 足柄市〉

.丹沢論調花火大会〈山北町〉

9月
開成阿波おどり・足柄帥筒まつり(間足柄市ト杉本 とお

事 る綜 パークゴルフ大会〈開成水辺スポ ー ツ 公園パークゴ
ルフtal中将町・大井町・松田町〉

10 " 
杉本とおる杯 パークゴルフ大会〈開成水辺スポーツ公園
パークゴルフ繍/山北町・ 開成置J}・足柄上老人スポーツ

大会{合同庁舎 グラウンド〉・ 情響かながわ綬歌集〈安野

市文化会館 〉・'‘・織 なかいフヱスティパル2015(中 弁町〉
.大井町文化祭・娘道77~号〈事爆松図〉比善策湿バイパス開

通式典
11月
清 水地区ふれあい苧鰍 まつり{山北町 ・!日清水中全学校体

育 館〉・窓生神社例大鎖 〈山北町〉・ 大持町袋影弐・こど
も自民泊山北大会・パークゴルフ全国大会〈開成 町〉・共和
地区ゲートポール大会〈山北町〉・杉本 とおるを囲むゴル

フ大会〈リバーサカワ・ゴルフクラブ〉

※27年度 下期・各会の行.、イベント.総会軍事に出席

行

選

撃

区

内



-各一

雨中新年度のスタートにあたって

杉
本
と
お
る
後
援
会

会
長
熊
沢

溝

新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

2016 

昨
年
は
皆
織
の
お
蔭
で
杉
本
県
植
が
3
期
目
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
.
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
秋
、
『
未
病
サ
ミ
ッ
ト
神
奈
川
2
0
1
5
箱
嗣
誌
が

閥
俄
さ
れ
、

a-身
の
維
持
管
理
を
個
人
が
主
体
的
に
取
り
組
む
た

め
の
行
動
変
革
を
起
こ
す
。
-
こ
う
し
た
個
人
の
行
動
変
革
を
各

分
野
が
支
え
後
押
し
を
す
る
。
-
こ
の
こ
と
を
持
続
し
て
い
く
社

会
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
。
な
ど
の

「
未
病
サ
ミ
ッ
ト
神
奈
川
宣

言」

が
内
外
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
足
柄
地
減
で
の
取
り
組
み
で
は
、
出
産
物
前
回
売

所
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
温
泉
等
、

「未
病
い
や
し
の
盟
の
駅
」
の

加
余
の
認
定
が
行
わ
れ
、
ま
た
来
病
に
つ
い
て
の
情
報
発
信
を
柱

と
し
た

「米
病
い
や
し
の
里
セ
ン
タ
ー
」
の
構
患
が
具
体
化
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
、
山
然
水
明
の
足
柄
の
地
に
ふ
さ
わ

し
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

杉
本
県
植
に
お
か
れ
ま
し
て
は

「
県
放
を
県
西
ヘ
」

の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
も
と
、
県
や
中
央
の
パ
イ
プ
を
さ
ら
に
太
く
し
、
こ
れ
ら

「未
病
を
治
す
」
事
業
が
有
効
に
展
開
で
き
る
よ
う
努
力
の
ほ
ど

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、

杉
本
圃
累
積
に
は
、
中
井
町
の
比
奈
窪
バ
イ
パ
ス
開
通
へ

の
働
き
、

「南
箱
道
路
」
の
整
備
促
進
、
和
田
河
原

・
開
成

・
大

井
線
の
国
道
2
5
5
号
線
ま
で
の
延
伸
等
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

形
成
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ

に
よ
り

「未
病
を
治
す
」
事
業
と
重
な
り
観
光
振
興

・
出
業
娠
興

を
は
じ
め
‘
県
西
地
域
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
に
よ
り
、
マ
ス
コ
ミ
で
騒
が
れ
た

「消
滅
す
る
町
」
か
ら
私

達
の
願
い
で
あ
る

「
興
隆
す
る
町
」

へ
の
転
換
も
大
い
に
期
待
さ

れ
ま
す
。
い
よ
い
よ

『リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
足
柄恒

を
探
勝
し
て
立
ち

七
が
っ
た
杉
本
県
輸
の
働
き
と
重
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

さ
て
、

杉
本
県
議
に
お
か
れ
ま
し
て
は
度
重
な
る
無
投
票
当
選

の
結
果
に
甘
ん
ず
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
か
ら
も
回
線
を
低
く
下
げ

て、

5
町
の
皆
さ
ん
、
特
に
女
性
や
若
者
の
皆
さ
ん
の
声
に
応
え

て
く
だ
さ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

品
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

5
町
の
皆
様
、
今
年
も
杉
本
県
植
が

十
分
な
活
動
が
で
き
ま
す
よ
う
に
ご
支
接
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
『
新
春
の
つ
ど
い
』
を
別
掲
の
よ
う
に
計
画
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
方
々
の
ご
多
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
.

松本知治

ことは血のにじむ決断であったと思います。私たちはこ

のことを決して忘れてはなりません。

華々しい開通の反而、将来に亘つての課題がいくつか

持ち上がっております。一つには役場等の出入りや交差

する町道には信号と←時停止も完全ではなく、文従来設

罰されていた富士見橋の信号も取り払われ、町民には戸

惑いがあり事放の多発が予想されます。既に、開通して

一週間で人身事故も含めて5件の事故が発生しておりま

す。この原稿を苫いている最中にも JA中井支陪前で人

身事故が発生したことが伝えられました。町行政や松田

署としても機会あるごとに安全両の注意喚起と早急な対

策が求められます。

この道路工事は、総事業延長 860m県道 77号ー線の拡

幅工事であり、 1997年に一部完了を見たが、残された

420mの区間は困難な問題があり今日まで 20年以上の

歳月を要し、この完成は町民の 「悲願Jでありました。

おかげさまで、 10月 27日に開通式が行われまして今後、

平塚 ・4公田方面へのアクセスが大きく期待されます。

この|旬、私達中井町後援会も杉本県織に再三に亘り工

事の促進方を要請してまいりました。なんといっても町

の発展と利便性のためには、道路整備が一番に求められ

ます。この工事に当たり関係者の努力は並大抵のことで

はありませんでした。特に地権者のご理解がなければな

りません。地権者にとっては、先純代々の土地を手放す

T平啄

娘
道
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〆

開
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f
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• 
中井
中学綬

方主事情

開通式典での杉本県議

富士見婦

← 娘道77号斜、 .
自 足柄消防S

中弁出強所

とおるニュース錫黛餐員会

委員長兼子孝泰

、国道1骨 i

開成水辺スポーツ公園パークゴルフ場

“とおるニュース"は本第 22号をもちましていったん終わりとし、今後は、 杉

本県議の活動と後接会活動について別な媒体で皆様にお伝えされるものと思っ

ております。皆綴方には 2007年 1月号から 9年間にわたりご愛読下さいまし

て誠にありがとうございました。

顧みれば、 杉本とおる氏が 53歳の若さで “リフレッシュ足柄"をスローガン

に掲げ足柄地域活性の為県議会議員に立候補しました。その時より私は "とお

るニュース"の編集を依頼され 2007年 1丹号を創刊号として発行して以来9

年間にわたり続けてまいりました。

思い出されますのは、 2007年の選挙の時は 1月号、 2月号、 3月号(総決起

集会号)と立て続けに発行し、 1月の創刊号には杉本とおる後援会事務所開設時

の後接会員に阻まれた杉本とおる氏のはつらつとした姿でした。又、 6月には

初当選号を発行できたことです。その号には杉本県横と当時後接会長をしてお

られました池田嘉明氏の万歳三唱する喜びの姿が印象的でした。

それからは、紙面は基本的に表而は杉本県捕のあいさつ、基本方針、県政報告、

議員活動として、裏面は後援会の各種活動(新春のつどい、懇親旅行、ゴルフ、

パークゴルフ等)、県政報告会を基本とし年間 2回(1月号、 7月号)を発行して

きました。杉本県識の県議会議員としての数々の活動実紋が皆織に確実にお伝

えできたか心配しておりますし、文後接会活動についても同線です。

いずれにしろ、"とおるこユース"編集委員会は本号をもちまして解散とい

たします。

長年の御愛読心よりお礼申し上げます。

優勝 開成町の山儒織

平成27年11月10日{火)
リパ}サカワ・ゴルフクラブ

優 勝井よ鎌{開成町〉

簿優勝志村係{大井町}

3 位山崎織{山北町}

平成27年9月28臼(月)
.中井町・大井町・松関町
優 勝 加臓機 (中井町}
i第優勝 因辺織(大井町〉
3 位加臓織 {中井町}

平成27年10月6日{火)
・山北町・開1a町
優勝 山崎繊(開成町}

準優勝 佐原織{山北町}
3 位 山本織{開成町}

優自醇開成町の井上織

杉本とおる事務所

高杉軍E房章量杉本~ 瀬戸栗原邦夫〔委員〕字国川聖一〔副委主員長〕{蚤員長〕兼子孝泰とおるニュース編集餐員会
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